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本

書

は

、

住

宅

問

題

に

着

目

し

、

二

〇

世

紀

前

半

の

チ

ェ

コ

で

展

開

さ

れ

た

住

宅

改

革

や

住

宅

政

策

を

通

し

て

、

そ

こ

に

示

さ

れ

た

社

会

構

想

を

明

ら

か

に

す

る

。

本

書

は

二

部

か

ら

構

成

さ

れ

る

。

以

下

で

は

、

そ

の

構

成

に

従

い

つ

つ

内

容

を

紹

介

す

る

。 

 

第

一

部

は

、

ハ

プ

ス

ブ

ル

ク

帝

国

末

期

か

ら

チ

ェ

コ

ス

ロ

ヴ

ァ

キ

ア

建

国

期

、

そ

し

て

一

九

二

〇

年

代

に

お

け

る

住

宅

改

革

を

扱

う

。

第

一

章

で

帝

国

末

期

チ

ェ

コ

の

都

市

化

と

住

宅

問

題

を

概

観

し

た

う

え

で

、

第

二

章

で

は

、

新

国

家

の

国

政

レ

ベ

ル

の

住

宅

政

策

を

、

第

三

章

で

は

、

プ

ラ

ハ

市

政

と

郊

外

住

宅

開

発

を

事

例

に

、

こ

の

時

期

の

住

宅

改

革

の

理

念

を

考

察

す

る

。 

 

住

宅

問

題

の

深

刻

化

に

伴

い

、

帝

政

末

期

に

は

、

多

く

の

住

宅

組

合

や

住

宅

改

革

協

会

が

設

立

さ

れ

、

新

国

家

の

建

国

後

も

住

宅

改

革

を

主

導

し

て

い

っ

た

。

こ

の

時

期

の

住

宅

改

革

は

、

家

族

の

み

が

居

住

す

る

住

宅

を

模

範

と

し

、

そ

の

供

給

を

通

じ

て

広

範

な

階

層

に

市

民

層

の

家

族

生

活

を

訓

育

す

る

こ

と

を

構

想

し

た

。

ま

た

、

こ

の

住

宅

改

革

の

動

き

は

、

自

立

し

た

個

人

に

よ

る

持

ち

家

所

有

を

基

盤

と

す

る

一

九

世

紀

以

来

の

市

民

的

規

範

や

、

個

人

の

財

産

所

有

に

対

す

る

国

家

介

入

を

限

定

的

に

と

ら

え

る

自

由

主

義

的

な

性

格

を

内

包

し

て

い

た

。 

 

第

二

部

は

、

一

九

三

〇

年

代

以

降

の

新

し

い

住

宅

改

革

の

流

れ

、

さ

ら

に

第

二

次

世

界

大

戦

後

の

住

宅

政

策

を

追

う

。

第

四

章

で

三

〇

年

代

の

経

済

恐

慌

期

に

お

け

る

住

宅

政

策

の

変

容

を

概

観

し

、

第

五

章

で

、

市

民

的

な

住

宅

改

革

と

は

異

な

る

構

想

を

提

示

し

た

、

前

衛

的

知

識

人

や

機

能

主

義

建

築

家

を

と

り

あ

げ

、

そ

の

住

宅

改

革

の

理

念

を

考

察

す

る

。

第

六

章

は

、

チ

ェ

コ

の

ド

イ

ツ

人

社

会

に

お

け

る

住

宅

改

革

の

議

論

、

ナ

チ

占

領

下

と

第

二

次

世

界

大

戦

期

の

住

宅

政

策

を

、

第

七

章

は

、

終

戦

直

後

か

ら

一

九

四

八

年

の

社

会

主

義

政

権

成

立

ま

で

の

「

第

三

共

和

国

」

期

を

扱

う

。 

 

三

〇

年

代

に

台

頭

し

た

前

衛

的

建

築

家

・

知

識

人

は

、

大

規

模

集

合

住

宅

の

建

設

を

通

じ

て

、

住

宅

を

合

理

化

し

、

家

族

の

廃

止

ま

で

も

構

想

し

た

「

最

小

住

宅

」

に

よ

っ

て

、

市

民

的

規

範

に

基

づ

く

家

族

住

宅

を

乗

り

越

え

る

こ

と

を

試

み

た

。

他

方

、

ナ

チ

占

領

期

に

国

家

統

制

が

住

民

の

社

会

生

活

に

及

ぶ

と

、

こ

れ

を

機

に

、

住

宅

建

設

に

国

家

が

大

規

模

に

関

与

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

第

三

共

和

国

期

の

国

民

戦

線

政

府

は

、

三

〇

年

代

に

台

頭

し

た

前

衛

的

建

築

家

を

登

用

し

、

自

由

主

義

で

も

ソ

連

型

の

社

会

主

義

で

も

な

い

「

チ

ェ

コ

ス

ロ

ヴ

ァ

キ

ア

の

道

」

を

模

索

し

た

。

そ

こ

で

は

、

家

族

生

活

を

「

社

会

化

」

す

る

の

で

は

な

く

、

家

族

住

宅

の

思

想

を

踏

襲

し

た

住

宅

が

、

集

合

住

宅

と

計

画

経

済

の

中

で

目

指

さ

れ

た

。 

 

チ

ェ

コ

に

お

け

る

住

宅

改

革

は

、

二

〇

年

代

ま

で

は

、

結

社

を

通

じ

た

、

市

民

的

な

規

範

に

基

づ

く

改

革

が

試

み

ら

れ

、

改

革

家

は

、

西

欧

市

民

層

と

共

通

の

社

会

問

題

の

認

識

を

有

し

て

い

た

。

ま

た

、

三

〇

年

代

以

降

の

改

革

を

主

導

し

た

前

衛

的

建

築

家

も

、

国

際

的

な

モ

ダ

ニ

ズ

ム

建

築

の

潮

流

に

参

加

し

て

い

た

。

本

書

は

、

こ

れ

ら

の

指

摘

を

通

じ

、

「

遅

れ

た

東

側

」

「

西

側
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に

比

し

て

特

殊

な

東

欧

社

会

」

と

い

う

固

定

観

念

を

相

対

化

す

る

。

ま

た

、 

前

衛

的

建

築

家

・

知

識

人

は

、

西

欧

や

ソ

連

を

た

だ

模

倣

す

る

の

で

は

な

く

、 
戦

間

期

チ

ェ

コ

の

社

会

状

況

を

踏

ま

え

て

改

革

構

想

を

打

ち

出

し

て

い

た

。 
こ

れ

ら

と

の

連

続

性

の

中

で

提

示

さ

れ

た

第

三

共

和

国

期

の

住

宅

改

革

構

想 

を

、

本

書

は

、

独

自

の

社

会

の

構

築

を

模

索

し

た

も

の

と

し

て

、

そ

の

積

極 

的

な

意

義

を

強

調

す

る

。 
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